
Ⅴ 健やかな「都」をつくる

～健康寿命日本一を目標に、高齢者、障害者を含む、
誰もが健やかに暮らせる地域をつくる～
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １４ 健康寿命日本一を目指した健康づくり

（５１） 健康増進施策の推進

• 健康寿命日本一の達成に向け、重点課題について分野別の取組を推進
• 現行の「なら健康長寿基本計画」や「第３期奈良県食育推進計画」について評価・分析を実施

テーマ 取 組 内 容 金 額

健康増進指標の評
価

① なら健康長寿基本計画の推進に必要とされる指標等を把握するための県民アンケー
ト調査の実施

7,336千円

高齢者の栄養管理 ② フレイル予防を含めた地域高齢者等の健康支援を図るため、県内配食事業者が
作る弁当等の献立に関する実態調査

950千円

減塩・野菜摂取 ③ 県食育推進計画に則り、生涯にわたる健全な食生活の実践に向けた食育の推進 3,015千円

運動 ④ 県営健康ステーションの運営と市町村の健康ステーション設置運営に対する支援 18,265千円

⑤ 日常生活の中で手軽に運動・身体活動に取り組むための環境づくり
（総合型地域スポーツクラブ育成・充実）

3,785千円

がん検診 ⑥ がん検診の推進（受診率及び検診精度の向上）、「がん検診を受けよう！」奈良県民
会議の推進

4,176千円

たばこ対策 ⑦ 禁煙支援の充実、受動喫煙防止対策 6,573千円

自殺対策 ⑧ 若年層や自殺未遂者への支援など、自殺者数減少に向けた取組の推進 78,025千円

22,830千円

⑨ ＰＡ（プリベンティブ・アドバイザー）を支援センターに配置、中高生等対象のメール相
談窓口の開設

11,503千円

平均要介護期間の
短縮

⑩ 介護予防や生活支援の充実に資する住民運営の通いの場の普及拡大 2,285千円

ボランティアの養成 ⑪ 県総合ボランティアセンターによる活動促進 10,187千円

Ｒ４予算案 146,100千円、Ｒ３・２月補正予算案 22,830千円

２．事業内容

１．事業目的

Ｒ３・２月補正予算案

＜問い合わせ先＞
①、②、③、④医療政策局 健康推進課 堀江主任調整員（内線２９３６）、⑤文化・教育・くらし創造部 スポーツ振興課 椋本課長補佐（内線５２７１）
⑥、⑦医療政策局 疾病対策課 西川課長補佐（内線３１３３）、⑧医療政策局 疾病対策課 村田課長補佐（内線３１３２）
⑨教育委員会 教育研究所 森本部長 （０７４４－３３－８９０８）、⑩医療・介護保険局 地域包括ケア推進室 中山室長補佐（内線２８５３）
⑪文化・教育・くらし創造部 青少年・社会活動推進課 永岡主幹（内線３３１３）

新
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １４ 健康寿命日本一を目指した健康づくり

（５２） がん対策の推進

（1）がん予防・早期発見 （2）がん医療 （3）がん患者等への支援

① がん検診の推進（4,176千円）

• 「がん検診を受けよう！」奈良
県民会議

• がん検診受診促進、啓発・広報
活動

• 禁煙支援の充実
• 受動喫煙防止のための普及啓発

② たばこ対策の推進（６,573千円）

① がん医療提供体制の充実（71,079千円）

• がん患者や家族等への相談支援
• 医療従事者への研修等を実施するがん診療
連携拠点病院等への支援

• がん医療における医科歯科連携の推進

② がんゲノム医療提供体制の整備（38,478千円）

• 奈良県立医科大学で「がんゲノム・腫瘍内
科学講座」を運営

③ 地域連携緩和ケア提供体制の充実（508千円）

• 医療従事者対象の緩和ケア研修会の実施
• 在宅緩和ケア研修会の実施

① 患者目線でのがん診療情報の提供

（1,149千円）

• 「がんネットなら」の運営・データ更新
• 県民へのがん診療情報の見える化

② がん患者への支援の推進（868千円）

• 保健所でのがん患者サロンのか
• 就労相談の充実
• ライフテージに応じた相談支援体制整備
• がんピアサポート支援の活性化

③ 小児・ＡＹＡ世代のがん患者等への

支援の推進（3,203千円）

• 妊孕性温存療法に対する治療費助成
• がん医療機関と生殖医療機関の連携推進

○ がん教育の推進（1,066千円）

○ がん対策の総合的かつ計画的な推進（1,480千円）

① がん登録の推進（9,134千円）

• 全国がん登録等の精度向上

② データに基づいたがん対策の見える化の推進（1,05３千円）

• 協会けんぽと連携したデータの情報共有と分析
• がん検診実施機関の精度向上のための研修会の開催

（4）がん教育・普及啓発 （6）がん登録

（5）計画の推進

• 小・中・高校生への啓発・教育活動
• 教員向け研修会の開催

「がん死亡率が全国一低い県」「がんにならない、がんになっても安心できる奈良県」をめざします

Ｒ４予算案 138,767千円

１．がん対策の取組

２．がん対策を支える基盤整備

県民会議の開催

がん検診啓発・ＰＲ用マスクケース

＜問い合わせ先＞
医療政策局 疾病対策課 西川課長補佐（内線３１３３） 65



Ⅴ 健やかな「都」をつくる １４ 健康寿命日本一を目指した健康づくり

（５３） 高齢者の安全安心で人生を楽しめるくらしづくり

Ｒ４予算案 123,964千円

１．高齢者が地域で元気に活躍できる奈良づくり

⑦介護のお仕事入門研修の実施、介護事業所とのマッチング

２．高齢者が安心して暮らせる奈良づくり

⑧成年後見制度に関する相談支援、普及啓発活動等を推進する取組や基盤整備への支援

⑨市町村における権利擁護センター（中核機関）の広域設置に向けた支援

⑩介護施設従事者や市町村職員等を対象とした高齢者虐待防止研修の実施

⑫ 道路交通法の一部改正に伴う対応（一定の違反行為をした高齢運転者への運転技能検査の導入等）

⑬交通安全サポート事業所の推進

⑭高齢者交通安全支援事業所の普及促進による運転免許証の自主返納の取組推進

３．高齢者が安全な日常生活を送れる奈良づくり

(1) いきいきシニアのさらなる社会参加（62,283千円）

(2）元気シニアの就労促進（1,662千円）

(1) 高齢者の権利擁護（4,025千円）

(2) 高齢者の移動手段の確保（47,000千円）

⑪市町村等が主体となるオンデマンド型コミュニティタクシーの実証運行等への支援

新

高齢者の交通事故防止（8,994千円）

県老連グラウンドゴルフ

シニア元気フェスタ

①「ならシニア元気フェスタ」の開催
②全国健康福祉祭（ねんりんピックかながわ大会）への選手団の派遣、シニア県展の開催など
③「奈良県立大学シニアカレッジ」の開講
④「ならビューティフルシニア表彰」で活躍するシニアを広く周知
⑤市町村老人クラブ連合会が行う健康づくり、介護予防、見守り活動など地域支え合いの取組を支援
⑥高齢者のボランティアを活用した、特定健診の高齢者同士の受診勧奨による特定健診受診率の向上

＜問い合わせ先＞
①、②、④～⑦、⑩福祉医療部 長寿・福祉人材確保対策課 内田課長補佐（内線３２１１）
③文化・教育・くらし創造部 教育振興課 市川課長補佐（内線２５７６）
⑧、⑨医療・介護保険局 地域包括ケア推進室 中山室長補佐（内線２８５３）
⑪県土マネジメント部 リニア推進・地域交通対策課 津田課長補佐（内線４１６４）
⑫、⑭県警本部 交通企画課 皿田課長補佐（内線５５１８） ⑬知事公室 安全・安心まちづくり推進課 德丸課長補佐（内線２１２８）

ならビューティフルシニア表彰
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Ｒ４予算案 129,712,000千円、Ｒ３・２月補正予算案 200,000千円

Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５４) 国保の県営化の円滑な推進

【歳入】 【歳出】
・国保事業費納付金 ４１，１６８，０３０千円 ・保険給付費等交付金 １０５，０５７，９０４千円
・国庫支出金 ３７，００８，５３７千円 ・後期高齢者支援金等 １７，１０１，３６４千円
・前期高齢者交付金 ４１，３４１，０３０千円 ・介護納付金 ６，５４７，２１３千円
・その他 １０，１９４，４０３千円 ・その他 １，００５，５１９千円
合 計 １２９，７１２，０００千円 合 計 １２９，７１２，０００千円

市町村が実施する保険料減免（新型コロナ影響分）に対する財政支援（Ｒ３・２月補正予算案）

【歳入】 【歳出】

・国庫支出金 ２００，０００千円 ・保険給付費等交付金 ２００，０００千円

【保険料格差の解消 ＝ 保険料負担の平準化】

「同じ所得・世帯構成であれば、県内のどこに住んでも保険料水準が同じ｣となる県内保険料水準
統一の令和６年度達成を目指し、取組を推進

高齢化が進むことで医療費が増加し、
必要となる保険料水準も上昇

＜問い合わせ先＞
医療・介護保険局 医療保険課 今出課長補佐（内線２９２１） 67



２．更なる医療資源の最適化に向け、医療従事者の働き方改革・医師の偏在対策を一体的に推進

(2) 医師の働き方改革の推進 (3) 医師の偏在対策

④地域医療勤務環境改善体制の整備
（14,830千円）

⑥医師が不足する診療科等に従事する医師の養成
（262,583千円）

⑤医療勤務の環境改善を支援（2,480千円）

・ 医療機関に対し医師の労働時間短
縮に向けた取り組みを支援

・ 長時間労働削減に関するアドバイ
ザーを派遣

⑦へき地医療の支援（327,146千円）

・へき地で勤務する医師の確保・養成

・ へき地医療拠点病院の施設整備に対する支援

・ へき地市町村に対し巡回診療車の運営費を補助

・修学資金制度を活用した医師の養成

・臨床研修及び専門研修体制の確保・構築

Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

（５５） 地域医療構想の推進、医師確保計画の推進

Ｒ４予算案 757,334千円

(1) 機能の分化・連携

③医療経営人材を養成（7,290千円）

・ 地域医療構想の推進と個々の病院の経営基盤強化の調和を図る、事務職、医師、看護師等の
医療専門職種のリーダーを養成

１．「エビデンスとナッジ」の手法で「断らない病院」「面倒見のいい病院」の機能分化・連携を推進

①「面倒見のいい病院」の機能向上（15,874千円）

・ 「面倒見のいい病院」の医療機能の見える化、優良事例を病院間で共有

②医療機能分化・連携を促進（127,131千円）

・ 病院・病床規模の適正化、医師・急性期機能の散在解消に向け病床機能の
他機能への転換、医療機能の再編に向けた計画策定等を支援

＜問い合わせ先＞
医療政策局 ①～③地域医療連携課 野坂課長補佐（内線３１１１）

④～⑦医師・看護師確保対策室 木村室長補佐（内線３１９１）

新

新
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５６) 新型コロナウイルス感染症対策①

３．ワクチン接種の着実な推進 (R4 －千円 R3・2補 2,468,000千円 計2,468,000千円）

⑨ワクチン接種体制の確保を支援

（市町村接種会場への医師派遣、広域接種会場の設置・運営等）

⑩企業等が実施する職域接種の支援

⑪ワクチン接種後の副反応等への対応（コールセンターの運営） など

２．福祉施設等のクラスター対策 （R4 －千円 R3・2補 734,950千円 計734,950千円）

⑥感染症専門医、感染管理認定看護師、県職員等で構成するチームによる実地指導等

⑦マスク、消毒液など衛生物品の備蓄の支援

⑧施設の職員等を対象とした一斉・定期的な検査の実施 など

○新型コロナウイルスへの対処

・ 医療提供体制を堅持

・ マスク・換気・消毒・距離など適切な感染予防

・ ワクチン接種の着実な推進

①入院病床の確保 確保病床数５０８床

②軽症者の受け入れ可能な施設の運営 確保室数１，０８３室

③入院・入所待機者等への支援（電話相談窓口設置、移送手段の確保、

パルスオキシメーターの貸与）

④入院医療機関・外来協力医療機関等への設備整備支援

⑤患者の治療等に携わる医療従事者に特殊勤務手当を支給する医療機関の支援 など

１．病床・宿泊療養施設の確保 (R4 535,319千円 R3・2補 31,246,950千円 計31,782,269千円）

Ｒ４予算案 15,643,764千円、Ｒ３・２月補正予算案 35,993,650千円

＜問い合わせ先＞
⑨⑩⑪医療政策局 新型コロナワクチン接種推進室 数家室長補佐（内線４６７４）
⑦⑱文化・教育・くらし創造部 企画管理室 松原室長補佐（内線２５１１）、教育委員会 学校教育課 山本主幹（内線５２５３）
⑲文化・教育・くらし創造部 消費・生活安全課 落合課長補佐（内線３１８１）、観光局 ならの観光力向上課 浅葉主幹（内線２６０８）
㉕産業・観光・雇用振興部 産業振興総合センター 大浦課長（０７４２－３３－０８１７）、㉖産業・観光・雇用振興部 地域産業課 吉村課長補佐（内線３５１３）
上記以外は、複数の部局、課室にわたるため、福祉医療部企画管理室が窓口となって対応し、必要に応じて担当課室に繋ぎます。
福祉医療部 企画管理室 中山室長補佐（内線２９５２） 69



Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５６) 新型コロナウイルス感染症対策②

５．新型コロナウイルス感染症で大きな影響を受けた方々を支援
(R4 14,444,465千円 R3・2補 38,080千円 計14,482,545千円）

㉒生活困窮者に対する相談対応や住居確保支援

㉓生活福祉資金貸付原資の積み増し

㉔失業・休業等を原因とする自殺の防止

㉕ 中小企業等の売り上げ回復のため新分野への進出等を支援する補助金を創設（上限50万円）

㉖新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小企業・小規模事業者の資金繰りを
制度融資により支援（融資枠 1,000億円） など

⑫新型コロナ・発熱患者受診相談窓口（奈良県）の運営、奈良市の電話相談窓口の運営支援

⑬保健所の機能強化

⑭ＰＣＲ検査体制の確保、検査の民間委託

⑮感染の不安を抱える妊産婦に対する検査等

⑯屋外診察（ドライブスルー）体制の整備

⑰高齢者福祉施設や障害者福祉施設等の感染拡大防止

⑱県立学校や文化施設等の感染拡大防止

⑲感染防止対策施設認証制度の実施

⑳感染により養護者が不在となった障害児者に対する生活支援

㉑専門家による感染経路等の詳細分析と県民への注意事項の発信 など

４．基本方針に基づく各般の取組 （ R4 663,980千円 R3・2補 1,505,670千円 計2,169,650千円）

Ｒ４予算案 15,643,764千円、Ｒ３・２月補正予算案 35,993,650千円

＜問い合わせ先＞
⑨⑩⑪医療政策局 新型コロナワクチン接種推進室 数家室長補佐（内線４６７４）
⑦⑱文化・教育・くらし創造部 企画管理室 松原室長補佐（内線２５１１）、教育委員会 学校教育課 山本主幹（内線５２５３）
⑲文化・教育・くらし創造部 消費・生活安全課 落合課長補佐（内線３１８１）、観光局 ならの観光力向上課 浅葉主幹（内線２６０８）
㉕産業・観光・雇用振興部 産業振興総合センター 大浦課長（０７４２－３３－０８１７）、㉖産業・観光・雇用振興部 地域産業課 吉村課長補佐（内線３５１３）
上記以外は、複数の部局、課室にわたるため、福祉医療部企画管理室が窓口となって対応し、必要に応じて担当課室に繋ぎます。
福祉医療部 企画管理室 中山室長補佐（内線２９５２）

新
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

（５７） 医療費適正化

Ｒ４予算案 7,982千円

＜問い合わせ先＞
①～④医療・介護保険局 医療保険課 小西課長補佐（内線２９２２）
⑤薬務課 芳賀主幹（内線３１７１）

③ 関係機関と連携して、医療費適正化の各種

取組を推進

④ 保険者協議会を通して医療費適正化計画の

着実な実行をマネジメント

⑤ 残薬及び重複・多剤投与の解消や後発医薬品

の使用を促進

医療費目標の達成に向けた医療費適正化の推進

令和５（２０２３）年度の医療費目標 ４，８１３億円

① 医学的専門機関との連携による精度の高い地域差・疾病別の医療費分析を実施

② 新型コロナウイルスの影響を踏まえた医療費増加要因の分析を実施

１．実効性の高い医療費適正化に向けた医療費分析

医療費目標達成推進事業 （5,800千円）

医療費適正化推進事業（1,035千円） 医薬品適正使用促進事業（1,147千円）

２．後発医薬品の使用促進や糖尿病重症化予防など、医療費適正化の取組を着実に実施
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Ｒ４予算案 1,062,278千円

Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５８) 地域包括ケア・在宅医療の充実

＜問い合わせ先＞
①②④⑤⑥⑦医療・介護保険局 地域包括ケア推進室 中山室長補佐（内線２８５３）、⑥介護保険課 植田課長補佐（内線２８５１）
⑤福祉医療部 長寿・福祉人材確保対策課 内田課長補佐（内線３２１１）、⑤医療政策局 疾病対策課 村田課長補佐（内線３１３２）
③医療政策局 地域医療連携課 梅本課長補佐（内線３１１２）、③医師・看護師確保対策室 篠原室長補佐（内線３１９５）

［Ｒ４取組内容］
認知症予防に繋がるシナリオの検討
音声認識精度向上のためのデータ収集

・地域の潜在的な困りごとを発見する一次接触者に対するスキルアップ研修の実施
・支援困難事例等に対する訪問支援の役割を担う多機能職種（奈良県版ラヒホイタヤ）
の養成

① 南和地域における複合的課題解決に向けた人材育成
（5,371千円）

②ＡＩを活用した高齢者支援システムの構築（13,553千円）

○在宅医療への参入促進などの取組に対し支援
○南和広域医療企業団と連携して看護師の派遣や
共同採用など応援システムを構築

③在宅医療の取組の支援（11,196千円）

④切れ目のない在宅医療と在宅介護の構築（674千円）

⑤認知症施策の推進（29,700千円）

⑥介護予防の推進（11,784千円）

⑦市町村の地域支援事業の経費負担（990,000千円）○退院時に病院から介護へ円滑に引き継ぐための
ルールの活用・充実

○介護予防や生活支援の充実に資する住民運営
の通いの場の普及拡大

○ICTを活用した地域リハビリテーションの推進
○第8期介護保険事業支援計画の推進
（ＡＣＰ（人生会議））

○認知症の理解の普及や見守りなどの地域づくり
を推進

○市町村の地域支援事業に要する経費を負担

１．総合的課題解決に向けた取組等 （18,924千円）

２．在宅医療、認知症、介護予防等の取組 （1,043,354千円）２．在宅医療、認知症、介護予防等の取組 （1,043,354千円）

新
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１．事業目的

○豊かな知識と優れた技能、地域貢献の気概を持った国際水準の医療人を育成するために学習・教育環境

を移転整備 （■先行整備（～令和６年度）：主に教育部門 ■継続整備：主に研究部門）

○移転後の現キャンパスにおいて、中南和地域の高度医療拠点病院としての附属病院の機能充実を推進

２．事業内容・スケジュール

◯ 新キャンパス先行整備（6,945,405千円）
・ 造成工事、建築工事等

＜スケジュール＞

■令和元年度～令和３年度：文化財発掘調査、造成・建築設計

■令和３年度～令和５年度：造成工事

■令和４年度～令和６年度：建築工事

※令和６年度先行整備竣工予定

◯ 現キャンパス機能充実（920,100千円）
・ 耐震応急対応設計、工事

＜スケジュール＞
■令和元年度～令和３年度 ：臨床医学研究棟除却設計・工事

■令和元年度～：耐震応急対応

◯ 新キャンパス継続整備及び新外来棟等整備機能検討（30,000千円）
・新キャンパス継続整備及び新外来棟等整備において必要な機能等の検討

Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５９) 県立医大の移転、医大病院施設・外来棟の整備

新外来棟等附属病院の整備イメージ

Ｒ４予算案 7,895,505千円

＜問い合わせ先＞
医療政策局
病院マネジメント課 吉川課長補佐（内線３１６２）

新キャンパス整備イメージ
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Ｒ４予算案 109,400千円

Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

（６０） 西和医療センターの移転・再整備の検討

事業内容
〇 西和医療センターにおいて、耐震応急対応

のための実施設計及び工事を実施
＜対象施設＞ 本館・南病棟

事業目的

○ 令和３年度に策定する基本構想を踏まえ、全体方針や部門別計画等のあり方検討を行い、基本計画を策定

→ 県が必要と考える新西和医療センターの医療機能や規模、施設整備の内容を明確化

事業内容

○ 専門事業者を活用して、全体方針（診療科構成、病床数、病床機能、病棟構成等）、部門別計画、

災害や感染症への対策計画、医療情報システム整備計画、施設整備計画、事業収支計画を検討

→ 基本計画策定（Ｒ４～Ｒ５）

１．西和医療センターの移転・再整備の検討

２．西和医療センター施設耐震化事業 （74,400千円）

(1) 新西和医療センター整備基本計画の策定（35,000千円）

(2) 奈良県立病院機構と連携し、地域の関係者等との調整や再整備に向けた検討の実施

(3) 西和医療センターが移転する場合の条件整理等

＜問い合わせ先＞
医療政策局 病院マネジメント課 奥課長補佐（内線３１２２）
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